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しんとつかわ雪まつり

お祭りといえば、やっぱりも

ちまき。オープニングでは合

計30キロのおもちが宙を舞い

ました。ちびっ子はもちろん、

大人も童心に返って夢中で拾

っていました。 （１月29日）第５次総合計画

しんとつかわ

特

集

新十津川町の将来像を定めた10カ年計画が完成しました。
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た感想は？

したいことは？

どうなっている？

待することは？

虚お酒を飲めてうれしいです

許世界旅行

距結婚している

鋸自分のふるさとであってほしい

漁これからも迷惑をかけますが、

よろしくお願いします

白取 四季

飯尾 卓巳

髙桑 真奈美

虚大人になったと認めざるを得ない

許ＩＴ関連の仕事に就きたい

距仕事面で落ち着いている

鋸大型スーパーの建設

漁今は勉強しかできないけど、就職して

安心させたい

虚大人になった

許いろんなことに挑戦したい

距仕事も生活も充実している

鋸町が活性化してほしい

漁今まで迷惑かけてすみません。これ

からは自力で頑張っていきたいです

成人
ビュー

は
ば
た

は
ば
た
けけ
৹৹
人人

1
月
８

1
月
８
日日
掌掌
、
ゆ
め
り
あ

、
ゆ
め
り
あ
でで

成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
男

成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
男
性性
3131

人
、
女

人
、
女
性性

人
、
合

人
、
合
計計

人
の
人
の

2323

5454

新
成
人
が
参
列
し
ま
し
た

新
成
人
が
参
列
し
ま
し
た
。。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
柏

新
成
人
を
代
表
し
て
、
柏
﨑﨑

理
さ
ん
と
樋
口
果
奈
さ
ん

理
さ
ん
と
樋
口
果
奈
さ
ん
がが

「
若
い
情
熱
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
若
い
情
熱
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕仕

事
や
学
業
に
打
ち
込
み
、
立

事
や
学
業
に
打
ち
込
み
、
立
派派

な
社
会
人
と
な
る
こ
と
を
誓

な
社
会
人
と
な
る
こ
と
を
誓
いい

ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た

ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。。

さ
ん

さ
ん

さ
ん
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質問

虚成人式を迎え

許大人になって

距10年後の自分は

鋸新十津川町に期

漁ご両親へ一言

新成
インタ

虚とうとうお酒を飲める

許自営業

距億万長者

鋸飲み屋を増やしてほしい

漁10年後を楽しみにしてください

成田 大地

苅田 奈摘

大廣 直也

虚うれしい

許国内旅行に行きたい

距結婚している

鋸大型スーパーを建ててほしい

漁今まで育ててくれてありがとうございま

す。これからもよろしくお願いします

虚やっと大人になったんだな

許社長になりたい

距家族をもって幸せになっている

鋸人口を増やしてほしい

漁言葉にできないほど感謝して

います

式
典
後
に
は
、
同
じ
く
ゆ

式
典
後
に
は
、
同
じ
く
ゆ
めめ

り
あ
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で

り
あ
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、、

新
十
津
川
青
年
協
議
会
が
主

新
十
津
川
青
年
協
議
会
が
主
催催

す
る
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た

す
る
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。。

新
成
人
た
ち
は
、
久
し
ぶ

新
成
人
た
ち
は
、
久
し
ぶ
りり

に
再
会
し
た
同
級
生
と
歓
談

に
再
会
し
た
同
級
生
と
歓
談
しし

た
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
たた

り
、
中
学
校
時
代
の
担
任
か

り
、
中
学
校
時
代
の
担
任
か
らら

届
い
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
見

届
い
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
見
たた

り
し
て
、
旧
友
と
の
交
流
を

り
し
て
、
旧
友
と
の
交
流
を
深深

め
て
い
ま
し
た

め
て
い
ま
し
た
。。

さ
ん

さ
ん

さ
ん
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町
は
、ま
ち
の
将
来
の
設
計
図
と
し
て「
新
十
津
川
町
第
５
次
総
合
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
最
も
重
要
な
計
画
で
、

年
後
の
ま
ち
の
将
来

10

像
を
設
定
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
や
町
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
方
向
を
示
し
た

も
の
で
す
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
、
総
合
行
政
審

議
会
な
ど
で
、多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
は
今
後
、こ
の
計
画
に
基
づ
き
、皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
そ
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計

第
５
次
総
合
計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

ා
ࢃ
⅚
Ⅺ
ⅎ
⅚
୭
ࠗ
଎

21

る笑顔

きいき未来

将来像～

づくりの目標を設定し、

⃸
安心して子どもを生み、育てることができるよ

う、また、高齢者や障がい者が住み慣れた地域で

自立して暮らすことができるよう、多様な福祉・

保健・医療サービス体制を整え、住民一人ひとり

が生涯にわたっていきいきと暮らすことのできる

健やかなまちを目指します。

みんなでつくる健やかなまち

⃹
農業をはじめ、林業、商業、工業、観光の振興

に向けた支援を推進するとともに、産業間の多様

な交流や連携により新たな地域資源や産業を創出

し、元気あふれる豊かなまちを目指します。

みんなでつくる豊かなまち

特集

⃺
でつくる安心なまち

体制や防災体制の一層の充実に努め

交通安全や防犯を中心とした生活安

実を図り、子どもから高齢者まで住

りが穏やかな暮らしを実現できる安
おだ

目指します。
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特集●第５次総合計画

豊かな自然 あふれ

みんなで創る い

～10年後の目指すまちの

この将来像を実現するため、６つのまち

その達成に努めます。

⃼
住民と行政が互いに助け合いながらまちづくり

を進めることができるよう、情報の共有や住民活

動の支援を進めます。

また、住民に開かれた行財政運営を推進し、住

民とともに歩むまちを目指します。

みんなでともに歩むまち

⃻
子どもたちが心身ともにたくましく育つよう、

家庭や地域、学校の連携により地域に開かれた特

色ある学校教育を推進し、生きる力を育みます。

また、学習活動や読書活動、文化・スポーツ活

動の場と機会を提供し、住民が生涯にわたって自

ら学び、自己実現を図ることができる学びのまち

を目指します。

みんなでつくる学びのまち

⃷
省エネルギーや省資源への取り組み、廃棄物の

適正処理やリサイクルの促進に努め、循環型社会

の形成を進めます。

また、住宅、公園・緑地、上下水道などの生活

基盤の充実や、道路環境や除排雪体制の整備、地

域公共交通の確保に努め、誰もが住みたい、住み

続けたいと思える住みよいまちを目指します。

みんなでつくる住みよいまち

みんな

消防救急

るとともに、

全体制の充

民一人ひと

心なまちを
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本
町
の
人
口
は
、
昭
和

年
の

30

1
万
６
１
９
９
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
を
続
け
、
平
成

年
の
国
勢
調

22

査
で
は
７
２
４
９
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ

を
用
い
て
将
来
人
口
を
推
計
す
る

と
、

年
後
の
平
成

年
に
は
、

10

33

６
０
４
０
人
に
な
り
ま
す
。

平成33年／

平成22年

平成33年

（2021年）

平成28年

（2016年）

平成22年

（2010年）

0.836,040人6,620人7,249人総人口

1.10
2,690人

（44.5％）

2,670人

（40.3％）

2,455人

（33.9％）

老年人口

（65歳以上）

0.71
2,790人

（46.2％）

3,270人

（49.4％）

3,936人

（54.3％）

生産年齢人口

（15～64歳）

0.65
560人

（9.3％）

680人

（10.3％）

858人

（11.8％）

年少人口

（14歳以下）

0.952,570世帯2,670世帯2,694世帯世帯数

0.872.35人2.48人2.69人世帯の平均人数
ま
た
、
年
齢
に
よ
る
人
口
比
率

で
は
、
現
在
、
年
少
人
口
（

歳
14

以
下
）
の
比
率
は

・
８
％
、
老

11

年
人
口
（

歳
以
上
）
は

・
９

65

33

％
で
す
が
、

年
後
に
は
そ
れ
ぞ

10

れ
９
・
３
％
、

・
５
％
に
な
る

44

と
推
計
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
推
計
を
踏
ま
え
て
、

総
合
計
画
に
定
め
る
各
種
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と

で
、

年
後
の
目
標
人
口
を

６
３

10

０
０
人
に
設
定
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と
ど
う
向
き
合
う
か
？

△国勢調査結果から推計した５年後と10年後の人口

△年齢別に見た５年後と10年後の人口比率

（％）
100

80

60

40

20

0
平平成22平成22年年 平成28平成28年年 平成33平成33年年

33.33.99
40.40.33 44.44.55

54.54.33
49.49.44 46.46.22

11.11.88 10.10.33 9.9.33

年少人年少人口口

生産年齢人生産年齢人口口

老年人老年人口口

△推計人口と総合計画の目標人口

8,500

8,000

7,500

7,000

6,500

6,000

5,500

（人）

88,068,0677

7,687,6844

7,247,2499

6,766,7600

6,626,6200

6,046,0400

総合計画に定め

る取り組みの積

極的展開

目標

6,300人

目標人目標人口口

推計人推計人口口

ɟɟ

ɜɜɜ

平平成12平成12年年 平成17平成17年年 平成22平成22年年 平成28平成28年年 平成33平成33年年
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特集●第５次総合計画

基本構想

基本計画

実施計画

目指すまちの将来像と基本的な

方向性を示すもので、総合計画

の根幹となる部分です。

目標年次は平成33年度（10年後）。

基本構想を実現するための政策

や各分野の施策を示すものです。

目標年次は平成33年度（10年後）。

基本計画に掲げる施策を実現す

るための具体的な事業を示すも

のです。

事業の達成度合いや社会情勢を

確認しながら、毎年見直しを行

います。現在、前期計画の策定

を進めているところです。

目標年次は平成28年度（５年後）。

町
は
、
現
在
「
実
施
計
画
」
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
政
策
や

施
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、

社
会
情
勢
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、

各
事
業
の
実
施
時
期
や
事
業
費
を

示
し
、
毎
年
度
の
予
算
編
成
に
反

映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

※
現
在
、
新
十
津
川
町
第
５
次
総

合
計
画
の
製
本
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
４
月
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

を
全
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

計
画
書
の
本
編
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
昨
年

月

日
～

日
に
実
施

12

16

29

し
た
総
合
計
画（
素
案
）に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、

提
出
さ
れ
た
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

実
施
計
画
の
策
定

眼
眼

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

総
合
計
画
の
構
成
と
年
次
目
標

総
合
計
画
は
、
新
十
津
川
町
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
第

条
の
規

27

定
に
よ
り
策
定
す
る
計
画
で
す
。

新
し
い
総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
か

ら
、
次
の
３
つ
の
基
本
的
な
考
え

方
に
基
づ
い
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

陰
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
計
画
づ

く
りア

ン
ケ
ー
ト
調
査
、
地
域
懇
談

会
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
住
民
の

視
点
に
立
っ
た
計
画
と
し
て
い
ま

す
。

隠
実
効
性
と
実
現
性
の
あ
る
計
画

づ
く
り

重
要
度
や
緊
急
性
な
ど
事
業
の

優
先
度
を
考
慮
し
、
実
効
性
と
実

現
性
の
あ
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

韻
分
か
り
や
す
い
計
画
づ
く
り

よ
り
分
か
り
や
す
い
内
容
や
表

現
に
努
め
る
と
と
も
に
、
具
体
的

な
数
値
目
標
（
成
果
指
標
）
を
設

定
し
、
ど
れ
だ
け
計
画
が
進
ん
で

い
る
か
が
分
か
り
や
す
い
計
画
と

し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
策
定
方
針

目指すまちの将来像

33323130292827262524年度

基本構想【平成24～33年度】

基本計画【平成24～33年度】

実施計画【平成24～28年度】

毎年見直し

毎年見直し
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所
得
税

平
成

年
分
の
所
得
税
の
確
定

23

申
告
の
受
付
は
、
２
月

日
昭
～

16

３
月

日
昭
で
す
。
申
告
期
限
間

15

近
に
な
る
と
、
窓
口
が
混
雑
し
ま

す
の
で
、
早
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
税
務
署
の
申
告
会
場
で

は
、
電
子
申
告
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
申
告
会
場
に
行
く
場
合
は
、

源
泉
徴
収
票
な
ど
申
告
に
必
要
な

書
類
の
ほ
か
、
本
人
確
認
が
で
き

る
書
類
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

滝
川
税
務
署

察

・
２
１
９
１

22

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

消
費
税
、
地
方
消
費
税

平
成

年
分
の
個
人
事
業
者
の

23

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
と
納
税
の
期
限
は
、
４
月

２
日
捷
で
す
。

問
合
せ

滝
川
税
務
署

察

・
２
１
９
１

22

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
書
作
成

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

画
面
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を

入
力
す
る
だ
け
で
、
確
定
申
告
書

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し
て

税
務
署
へ
提
出
で
き
ま
す
。

http://www.nta.go.jp/

URL

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
自
宅
か
ら
申
告

-

電
子
申
告
（
ｅ

Ｔ
ａ
ｘ
）
用

デ
ー
タ
を
作
成
す
れ
ば
、
自
宅
や

職
場
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

告
や
納
税
が
で
き
ま
す
。

-

※
ｅ

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
は
、
電

子
証
明
書
の
取
得
（
要
費
用
）
と

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
が
必
要
で
す
。

○
最
高
４
０
０
０
円
の
税
額
控
除

所
得
税
額
か
ら
最
高
４
０
０
０

円
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
過
去
の
確
定
申
告
で
こ
の
控
除

を
受
け
た
方
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

○
添
付
書
類
不
要

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収

票
な
ど
は
、
そ
の
内
容
を
入
力
し

て
送
信
す
る
こ
と
で
、
提
出
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
は
、
税

務
署
か
ら
書
類
の
提
出
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
還
付
金
が
迅
速
に

-ｅ

Ｔ
ａ
ｘ
で
還
付
申
告
を
す

る
と
、
書
面
申
告
よ
り
も
早
期
に

処
理
さ
れ
ま
す
。

○

時
間
受
付

24３
月

日
昭
ま
で
は
、

時
間

15

24

利
用
で
き
ま
す
。

◆ 税のお知らせ ◆

所得税、消費税の
確定申告

医
療
費
が
高
額
に
な
り
、

自
己
負
担
額
が
限
度
額
（
左

表
）
を
超
え
た
と
き
は
、
申

請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
高

額
療
養
費
と
し
て
医
療
費
の

払
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
請
に
は
、
領
収
書
が
必

要
で
す
。
所
得
税
の
確
定
申

告
で
領
収
書
を
税
務
署
に
提

出
す
る
予
定
の
方
は
、
領
収

書
の
控
え
（
コ
ピ
ー
）
を
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

空
知
中
部
広
域
連
合
で
は
、

医
療
費
の
払
戻
し
の
対
象
者

が
も
れ
な
く
申
請
で
き
る
よ

う
に
、
診
療
を
受
け
た
月
の

３
カ
月
後
に
申
請
の
案
内
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

住
民
課
戸
籍
保
険

グ
ル
ー
プ察

・
２
１
３
０

76

空
知
中
部
広
域
連
合

察

・
２
１
５
２

66

70歳未満

自己負担限度額
区分住民税

４回目から３回目まで

83,400円
150,000円＋

(医療費－500,000円)×1％
上位所得者

課税

44,400円
80,100円＋

(医療費－267,000円)×1％
一般

24,600円35,400円非課税世帯非課税

70歳以上75歳未満

自己負担限度額
区分住民税

外来＋入院外来

80,100円＋
(医療費－267,000円)×1％
ɦːٝ࿒̥͉ͣ44,400円

44,400円
現役並み
所得者課税

44,400円12,000円一般

24,600円8,000円区分実
非課税

15,000円8,000円区分質

忘
れ
ず
保
管
、
医
療
費
の
領
収
書

～
国
保
高
額
療
養
費
申
請
～
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３
月

日
昭
ま
で
に
、
住
民
課

15

町
税
グ
ル
ー
プ
の
窓
口
で
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

平
成

年
１
月
１
日
に
本

24

町
に
住
所
の
あ
る
方

申
告
が
必
要
な
方

○
前
年
中
に
所
得
が
な
く
、
次
の

要
件
に
当
て
は
ま
る
方

・
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
の

交
付
が
必
要
な
方

・
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方

・
同
一
世
帯
内
に
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
加
入
者
が
い
る
方

・
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け

る
方

・
保
育
料
の
決
定
を
受
け
る
方

・

歳
以
上
の
方
で
、
介
護
保
険

65料
に
お
い
て
町
道
民
税
非
課
税

世
帯
の
減
免
を
受
け
る
方

・
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
な
ど

の
申
請
を
す
る
方

○
新
た
に
住
民
税
の
各
種
控
除

（
社
会
保
険
料
控
除
、
扶
養
控
除
、

寡
婦
控
除
、
障
害
者
控
除
な
ど
）

を
受
け
る
、
ま
た
は
適
用
を
受
け

た
各
種
控
除
を
変
更
す
る
方

◆ 税のお知らせ ◆

町道民税の申告

９
月

日
か
ら
受
付
を
開

13

始
し
た
十
津
川
村
災
害
義
援

金
は
、

月

日
で
受
付
を

12

31

終
了
し
ま
し
た
。

町
内
外
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、
第
１

次
分
と
第
２
次
分
を
合
わ
せ

て
１
９
３
４
万
４
５
６
９
円

に
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
善
意
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ

十
津
川
村
緊
急
支

援
本
部
義
援
金
担
当
（
住

民
課
）
察

・
２
１
３
０

76

義
援
金
を
寄
付
し
た
方
へ

十
津
川
村
災
害
義
援
金
は
、

所
得
税
と
町
道
民
税
の
寄
付

金
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
、
控
除
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
に
は

○
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
方２

月

日
昭
～
３
月

日

16

15

昭
に
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
申
告
に
必
要

な
書
類
の
ほ
か
に
、
寄
付
金

預
り
証
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。

○
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方

３
月

日
昭
ま
で
に
町
道

15

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
に
必
要
な
書
類
の
ほ
か

に
、
寄
付
金
預
り
証
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

住
民
課
町
税
グ
ル

ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

十津川村への
送金日

義援金の額受付期間

10月17日1586万7360円
９月13日
～10月15日

第１次

１月６日347万7209円
10月16日
～12月31日

第２次

1934万4569円合計

申
告
に
必
要
な
も
の

○
源
泉
徴
収
票
な
ど
、
前
年
の
収

入
が
分
か
る
も
の

○
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
に
必
要
な
書
類

○
印
鑑

申
告
が
不
要
な
方

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

（
し
た
）
方

○
所
得
の
種
類
が
給
与
所
得
ま
た

は
公
的
年
金
所
得
の
み
の
方
で
、

適
用
を
受
け
た
各
種
控
除
に
変
更

の
な
い
方

×

○
前
年
の
所
得
が
「

万
円

（
扶

28

養
の
人
数
＋
１
）
＋

万
円
」
以

17

下
の
方

※

万
円
は
扶
養
が
あ
る
場
合
の

17
み
加
算
し
ま
す
の
で
、
扶
養
が
な

い
場
合
は

万
円
と
な
り
ま
す
。

28

問
合
せ

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

報告 十津川村災害義援金受付終了

町税グループ
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情報 バスケット

明るく さわやかに あいさつをしましょう

日
時

３
月

日
松
９
時
～

10

※
天
候
に
よ
り
延
期
ま
た
は
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

集
合
場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

会
場

徳
富
川
河
川
敷

対
象

小
学
生
以
上
の
町
民
（
低
学

年
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

参
加
料

無
料

用
具
貸
出

無
料

申
込
・
問
合
せ

体
育
協
会
（
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

察

・
３
３
９
０

76

○
歩
く
ス
キ
ー
コ
ー
ス
無
料
開
放

期
間

３
月
１
日
昭
～

日
晶

30

場
所

徳
富
川
河
川
敷

問
合
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ

察

・
４
２
３
３

76

改
善
セ
ン
タ
ー
で
展
示
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

○
細
井
太
郎
水
彩
・
油
彩
画
展

日
時

２
月

日
昇
～
３
月
４
日
掌

14

○
田
中
正
彦
写
真
展

日
時

３
月
６
日
昇
～

日
掌

25

問
合
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ

察

・
４
２
３
３

76

絵
画
に
興
味
の
あ
る
方
や
絵
画
を

始
め
て
み
た
い
方
、
見
学
を
し
て
み

た
い
方
な
ど
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。

日
時

３
月

日
昇
、

日
昌

13

14

両
日
と
も

時
～

時

10

15

場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

対
象

町
民

参
加
料

無
料

持
ち
物

絵
画
用
具
類
、
昼
食

※
道
具
が
な
い
方
に
は
、
協
会
で
貸

し
出
し
ま
す
。

問
合
せ

美
術
協
会
事
務
局

東
谷

察

・
２
１
１
９

76

○
第

回
子
育
て
ス
ク
ー
ル

16

日
時

２
月

日
捷

時
～

時

27

10

12

場
所

ゆ
め
り
あ

対
象

町
内
に
住
む
子
育
て
中
の
親

内
容

ク
ッ
キ
ン
グ

材
料
費

円
300

託
児

1
世
帯

円
200

締
切

２
月

日
晶

17

○
第

回
子
育
て
ス
ク
ー
ル

17

日
時

３
月
１
日
昭

時
～

時

10

11

30

分

「
感
謝
・
祈
り
の
か
た
ち
～
ま
つ
り

と
芸
能
」
を
テ
ー
マ
に
、
北
と
南
の

芸
能
を
沖
縄
国
際
大
学
教
授
の
狩
俣

恵
一
さ
ん
の
解
説
を
交
え
て
紹
介
し

ま
す
。
地
域
の
絆
を
強
く
結
ん
で
き

た
芸
能
の
魅
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日
時

２
月

日
掌

時

分
～

１９

13

30

15

時

分
30

場
所

た
き
か
わ
ホ
ー
ル

出
演

赤
平
火
太
鼓
保
存
会
、
滝
川

市
婦
人
会
滝
川
音
頭
保
存
会
、
砂

川Yosakoi

ソ
ー
ラ
ン
夷
、
上
砂
川

え
み
し

町
郷
土
芸
能
獅
子
神
楽
伝
承
会
、

か

ぐ

ら

沖
縄
国
際
大
学
琉
球
芸
能
文
学
研

究
会

入
場
料

無
料

定
員

人
150

問
合
せ

中
空
知
広
域
市
町
村
圏
組

合

察

・
１
２
２
６

22

ゆ
め
り
あ
書
道
部
会
作
品
展

（
ゆ
め
り
あ
）

保健福祉課 緯72-2000 建 設 課 緯76-2139

住 民 課 緯76-2130 議会事務局 緯76-3191

総 務 課 緯76-2131 会 計 課 緯76-3192

産業振興課 緯76-2134 教育委員会 緯76-4233

農業委員会 緯76-2135

歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い

催し

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

催し

な
か
そ
ら
ち

ふ
る
さ
と
文
化
の
集
い

催し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

催し

町
民
絵
画
体
験
教
室

催し
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場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

町
内
に
住
む
３
歳
以
上
の
幼

児
と
そ
の
親

内
容

紙
粘
土
で
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

材
料
代

円
100

託
児

１
世
帯

円
200

締
切

２
月

日
晶

24

※
得
き
っ
ず
カ
ー
ド
に

ポ
イ
ン
ト

30

が
付
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

察

・
２
０
８
８

76

○
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時

３
月
３
日
松

時

分
～

13

30

対
象

一
度
も
ク
ッ
キ
ン
グ
に
参
加

し
て
い
な
い
小
学
生
（
先
着

人
）

10

内
容

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト

材
料
費

円
100

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、

手
ふ
き
タ
オ
ル
、
お
茶
か
水

締
切

３
月
１
日
昭

○
壁
面
工
作

日
時

３
月

日
松

時

分
～

17

13

30

持
ち
物

は
さ
み
、
の
り

締
切

３
月

日
昭

15

申
込
・
問
合
せ

児
童
館

察

・
２
４
０
２

76

対
象

満

歳
以
上
の
健
康
で
河
川

20

愛
護
に
関
心
が
あ
る
方

募
集
人
数

１
人

任
期

４
月
１
日
～
翌
年
３
月

日
31

職
務
内
容

河
川
環
境
や
河
川
愛
護

活
動
の
情
報
、
地
域
情
報
な
ど
を

月
１
回
報
告

モ
ニ
タ
ー
区
間

石
狩
川
右
岸
（
新

十
津
川
町
側
）
の
滝
新
橋
上
流
0.5

灼
地
点
～
石
狩
川
橋

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
、
郵
便
番
号
、
モ
ニ
タ
ー
区

間
を
記
入

応
募
先

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西

丁
目

札
幌
開
発
総
合
庁
舎

19札
幌
開
発
建
設
部
公
物
管
理
企
画

課
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
係

締
切

３
月
２
日
晶

そ
の
他

薄
謝
あ
り

問
合
せ

北
海
道
開
発
局
札
幌
開
発

建
設
部

察

・

・
０
３
２
８

011

611

男
女
問
わ
ず
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

対
象

幼
児
～
中
学
生

○
卒
ぴ
よ
会

日
時

３
月

日
昌

時

分
～

14

10

30

11

時

分
30

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

町
内
に
住
む
乳
幼
児
と
そ
の

親
内
容

ゲ
ー
ム
、
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン

ト
ほ

か

参
加
料

円
200

締
切

３
月
７
日
昌

申
込
・
問
合
せ

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

察

・
２
０
８
８

72

日
時

３
月
６
日
昇

時
～

時

10

12

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

講
師

大
江
裕
子
さ

ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

北
海
道
子
育
て
支
援
ワ
ー
カ
ー
ズ
）

対
象
者

未
就
学
児
の
親

※
小
学
生
の
親
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料

無
料

託
児
料

１
世
帯

円
200

※
得
き
っ
ず
カ
ー
ド
に

ポ
イ
ン
ト

50

が
付
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課
子
ど

も
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

察

・
２
０
０
０

72

場
所
・
時
間

▽
大
和
体
育
館

土

曜
日

時
～

時

分
ま
た
は
、

13

15

30

日
曜
日
９
時
～

時

分

11

30

▽
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

月
曜
日

ま
た
は
木
曜
日

時

分
～

時

18

30

20

練
習
日

前
月
末
に
決
定
し
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お

お
む
ね
週
１
回
で
す
。

問
合
せ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

笹
木

察

・
２
１
３
１（
職
場
）

76

察

・
３
１
１
５
・
４
１
６
４

090

（
携
帯
）

ぴ
よ
ぴ
よ
き
っ
ず

催し

子
ど
も

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

募集

児
童
館

催し

うちの子よその子みんなの子 みんなで育てる新十津川っ子

子
育
て
講
演
会

催し

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

募集
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空
知
総
合
振
興
局
林
務
担
当

察
０
１
２
６
・

・
０
０
７
１

20

歳
に
な
る
と
国
民
年
金
に
加
入

20
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歳
以

20

上

歳
未
満
の
方
で
、
お
勤
め
な
ど

60
で
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し

て
い
る
方
以
外
は
全
員
が
対
象
で
す
。

国
民
年
金
は
老
後
の
た
め
だ
け
で

は
な
く
、
思
わ
ぬ
病
気
や
け
が
で
体

に
障
が
い
が
残
っ
た
場
合
も
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
し
か
し
、
加
入
手
続
き

を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
保
険
料

を
納
め
ず
に
い
る
と
、
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
減
額
さ

れ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

歳
以
上
で
国
民
年
金
に
未
加
入

20
の
方
は
、
必
ず
届
出
を
し
、
保
険
料

を
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、
免
除
制

度
や
一
部
納
付
制
度
、
納
付
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す
。
学
生
に
は
、
保
険

料
を
卒
業
後
に
納
め
る
学
生
納
付
特

例
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

砂
川
年
金
事
務
所

察

・
２
１
４
４

52

住
民
課
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

火の用心、暖房器具の取り扱いに注意しましょう

森
林
法
改
正
に
よ
り
、
今
年
４
月

以
降
に
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な

っ
た
方
は
、
市
町
村
長
へ
の
事
後
届

出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

対
象
者

売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り

森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た

方
※
個
人
、
法
人
の
別
や
面
積
の
大
小

に
か
か
わ
ら
ず
届
出
が
必
要
で
す
。

※
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地

売
買
契
約
の
届
出
を
し
て
い
る
方
は

対
象
外
で
す
。

届
出
期
間

土
地
の
所
有
者
と
な
っ

た
日
か
ら

日
以
内

90

届
出
事
項

届
出
者
と
前
所
有
者
の

住
所
・
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た

年
月
日
、
所
有
権
移
転
の
原
因
、

土
地
の
所
在
場
所
・
面
積
・
用
途

な
ど

必
要
書
類

陰
届
出
書
（
用
紙
は
産
業
振
興
課
に

あ
り
ま
す
）

隠
登
記
事
項
証
明
書
ま
た
は
土
地
売

買
契
約
書
な
ど
、
権
利
を
取
得
し

た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写
し

韻
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

届
出
・
問
合
せ

産
業
振
興
課
農
林

畜
産
グ
ル
ー
プ
察

・
２
１
３
４

76

委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
奨
学
生
願
書

②
学
校
長
の
推
薦
書

③
奨
学
生
希
望
者
の
住
民
票

抄

本

し
ょ
う

④
家
庭
状
況
調
書

⑤
健
康
診
断
書

⑥
合
格
通
知
書
ま
た
は
在
学
証
明
書

の
写
し

⑦
成
績
証
明
書

※
①
②
④
の
用
紙
は
、
教
育
委
員
会

に
あ
り
ま
す
。

※
審
査
の
結
果
に
よ
り
、
奨
学
生
に

認
定
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

奨
学
金
の
額

○
高
校

月
１
万
円
以
内

町
は
、
奨
学
金
制
度
で
修
学
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

資
格

町
民
の
子
ど
も
で
、
学
校
教

育
法
に
定
め
る
大
学
、
短
大
、
高

等
専
門
学
校
、
高
校
、
専
修
学
校

ま
た
は
、
各
種
学
校
（
修
業
期
間

が
１
年
未
満
の
も
の
を
除
く
）
の

学
生
や
生
徒
の
う
ち
、
学
費
の
支

払
い
が
困
難
で
、
健
康
で
学
習
意

欲
の
あ
る
方

募
集
人
数

若
干
名

申
込
方
法

①
～
⑦
の
書
類
を
教
育

○国民健康保険税（第７期）、後期高齢者

医療保険料（第７期）の納期限は１月31

日昇でした。納め忘れの方は早急に納め

ましょう。

○納税には便利な口座振替をご利用くだ

さい。

問合せ 住民課町税グループ

察76・2130

税納の月今

国民健康保険税 第８期

後期高齢者医療保険料 第８期

納期限は２月29日昌です

４
月
ス
タ
ー
ト

森
林
の
所
有
者
届
出

手続
制度

歳
に
な
っ
た
ら

20国
民
年
金

手続
制度

奨
学
生

手続
制度
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交
通
事
故
で
被
害
を
受
け
た
方
へ

見
舞
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者

○
中
空
知
圏
域
内
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方

○
圏
域
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

方
の
被
扶
養
者
で
、
就
学
の
た
め

圏
域
外
に
居
住
し
て
い
る
方

加
入
費

１
人

円
400

対
象
事
故

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自

転
車
に
よ
る
事
故
で
、
治
療
日
数

が
３
日
以
上
の
も
の

申
込
み

住
民
課
住
民
活
動
グ
ル
ー

プ
、
北
門
信
用
金
庫
新
十
津
川
支

店
問
合
せ

住
民
課
住
民
活
動
グ
ル
ー

プ

察

・
２
１
３
０

76

町
は
、
ご
み
袋
代
（
ご
み
処
理
手

数
料
）
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

指
定
ご
み
袋
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象

○
生
活
保
護
世
帯

○

歳
以
上
の
単
身
世
帯
で
住
民
税

70が
非
課
税
の
世
帯

○
住
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
均
等
割

○
大
学
、短
大
、高
専
、専
修
学
校
、
各

種
学
校

月
２
万
円
以
内

○
入
学
金

万
円
以
内
（
高
校
を

20

除
く
）

奨
学
金
の
交
付

○
奨
学
金
は
、
毎
月
交
付
し
ま
す
。

交
付
す
る
期
間
は
、
在
学
す
る
学

校
の
正
規
の
修
業
期
間
で
す
。

○
入
学
金
は
、
入
学
時
に
全
額
を
交

付
し
ま
す
。

奨
学
金
の
返
還

正
規
の
修
業
期
間

の
終
了
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
後
、

期
限
ま
で
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

利
子
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
高
校
、
短
大
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校

５
年
以
内

○
大
学
、
高
専

７
年
以
内

申
込
期
限

３
月

日
晶

16

申
込
・
問
合
せ

教
育
委
員
会
学
校

教
育
グ
ル
ー
プ
察

・
４
２
３
３

76

交通ルールを守り、ゆとりと譲り合いの心で安全運転に努めましょう

○
町
か
ら
極
東
建
設
へ
（

月

日

12

28

昌
、
町
長
室
）
平
成

年
度
か
ら
ボ

20

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
町
道
の
除
草
清
掃
、

公
共
施
設
の
除
排
雪
を
実
施

○
町
か
ら
遠
藤
組
へ
（
１
月

日
昇
、

10

町
長
室
）
平
成

年
度
か
ら
ボ
ラ
ン

19

テ
ィ
ア
で
町
道
の
除
草
、
公
共
施
設

の
清
掃
を
実
施

の
み
の
母
子
世
帯
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

ア

満

歳
未
満
の
子

20

イ

身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
、

２
級
に
該
当
す
る
子

ウ

療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
の
子

エ

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
１
級
に
該
当
す
る
子

申
請
方
法

印
鑑
を
持
っ
て
住
民
課

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
限

３
月

日
晶

16

問
合
せ

住
民
課
住
民
活
動
グ
ル
ー

プ

察

・
２
１
３
０

76

健
康
体
力
増
進
室
の
閉
室
日

▼
２
月

日
掌

19

※
定
期
点
検
の
た
め

高
齢
者
無
料
巡
回
バ
ス
運
休
日

▼
３
月
２
日
晶

問
合
せ

保
健
福
祉
課

緯

・
２
０
０
０

72

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

企
業
の
社
会
貢
献

感謝状

中
空
知

交
通
災
害
共
済

手続
制度

ご
み
袋
交
付

手続
制度
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職
種

図
書
館
司
書

募
集
人
数

若
干
名

資
格

司
書
資
格
所
持
者

勤
務
形
態

週
４
～
５
日
（
土
、
日

を
含
む
休
日
勤
務
あ
り
）

勤
務
時
間

１
日
７
時
間

分
30

賃
金

時
給
１
０
４
０
円

手
当

通
勤
手
当
（
片
道
２
灼
以
上
）

加
入
保
険

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、

労
働
者
災
害
補
償
保
険

雇
用
期
間

４
月
１
日
～
平
成

年
25

●
内
科

休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

察

・
１
１
６
１

22

●
外
科

夜
間
急
病
テ
レ
ホ
ン
セ
ン

タ
ー

察

・
２
２
９
９

22

●
歯
科

２
月日

掌

扇
町
歯
科
（
滝
川
）

19
日
掌

啓
南
歯
科
（
滝
川
）

26３
月

４
日
掌

松
原
歯
科
（
砂
川
）

日
掌

東
鶉
歯
科
（
上
砂
川
）

11※
診
療
時
間
は
９
時
～

時
12

日
時

１
月
９
日
捷
８
時

分
～

30

場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

小
学
校
低
学
年

陰
文
京
区
Ａ
隠
青

葉
区
Ａ
韻
文
京
区
Ｂ
、
花
月
区
Ａ
、

弥
生
区
Ａ
、
中
央
区

小
学
校
高
学
年

陰
弥
生
区
Ａ
隠
総

進
区
Ａ
韻
中
央
区
Ｂ
、
文
京
区
Ｅ
、

文
京
区
Ａ
、
青
葉
区
Ｄ

中
学
生

陰
文
京
区
Ｂ
隠
花
月
区
Ａ

韻
中
央
区
Ｃ
、
文
京
区
Ｃ
、
中
央

区
Ｂ
、
徳
富
区
Ａ

３
月

日
31

提
出
書
類

登
録
申
込
書
、
履
歴
書

締
切

２
月

日
昇

28

申
込
・
問
合
せ

図
書
館

察

・
３
７
４
６

76

早寝、早起き、朝ごはんで元気な毎日を

■
坂
下
和
子
さ
ん

（
中
央
）
故
・
坂
下

武
弘
さ
ん

の
生
前
の
お
礼
と
し
て

▽
町
へ

５
万
円

■
大
玉
文
子
さ

ん

（
中
央
）
故
・
乾
守

保
さ

ん

の
生
前
の
お
礼
と
し
て

▽
町
へ

５
万
円

ご
め
い
ふ
く
を

祈
り
ま
す

お
誕
生お

め
で
と
う

図
書
館
臨
時
職
員

採用

第

回
全
町
子
ど
も
会

34
か
る
た
大
会

成績

自
衛
官

採用試 験 日受付期間資 格募集種目

１次：

５月12日松

13日掌

２次：

６月12日昇

～15日晶

２月１日昌～

４月27日晶

20歳以上

26歳未満

の方

一般幹部

候補生

技術幹部

候補生

問合せ 自衛隊滝川地域事務所 察22・2140

■
津
辻
昌
子
さ

ん

（
中
央
）
故
・
津
辻

光
男
さ

ん

の
生
前
の
お
礼
と
し
て

▽
町
へ

万
円

30

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ

万
円

20

ご
厚
情
感
謝

申
し
上
げ
ま
す

休
日
診
療
当
番

健康



新十津川農業高校通信№47
１
月

日
、

日
に
新
十
津
川

19

20

農
業
高
校
が
当
番
校
と
な
り
、
北

北
海
道
実
績
発
表
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
ず
、

月

日
に
校
内
実
績

11

25

発
表
大
会
が
行
わ
れ
、
２
つ
の
班

が
本
校
の
代
表
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
農
業
ク
ラ
ブ
も
含
め

３
つ
の
班
に
よ
る
大
会
へ
の
挑
戦

が
始
ま
り
ま
し
た
。

冬
休
み
を
利
用
し
、
ス
ラ
イ
ド
、

資
料
を
準
備
し
て
、
発
表
で
は
原

稿
を
見
な
い
で
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
は
ゆ

め
り
あ
の
協
力
を
得
て
、
学
校
の

み
ん
な
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
会
場
設
営
を
進
め
ま
し
た
。

大
会
１
日
目
は
、
午
後
か
ら
他

の
学
校
が
続
々
到
着
し
、
北
北
海

道
の
農
業
高
校
７
校
す
べ
て
が
そ

ろ
い
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
当

番
校
の
農
生
会
長
と
し
て
あ
い
さ

つ
を
し
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

開
会
式
後
は
、
発
表
区
分
ご
と
に

リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て
１
日
目
が
終

了
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
午
前
と
午
後
に
発

表
が
行
わ
れ
、
本
校
の
農
業
ク
ラ

ブ
は
午
後
の
５
番
目
で
し
た
。
顧

問
の
先
生
か
ら
は
「
楽
し
め
」
と

言
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
壇
上

に
上
が
る
と
緊
張
し
て
楽
し
む
こ

と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
果
を
い
う
と
、
本
校
の
発
表

は
３
つ
の
班
と
も
入
賞
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

冬
休
み
を
返
上
し
て
、
努
力
し
て

き
た
今
大
会
は
そ
れ
ぞ
れ
収
穫
の

あ
る
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
大
会
の
運
営
に
あ
た
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
、
先
生
方
、
生
徒

の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
農
生
会
長

２
年

坂
本
賢
大
）

新
農
の
秘
密
⑩
～
北
北
海
道
実
績
発
表
大
会
を
終
え
て
～
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増
え
て
い
る
腎
臓
病

日
本
に
お
け
る
腎
臓
病
患
者
は

年
々
増
加
し
て
い
て
、
国
民
の
死

亡
原
因
と
し
て
は
第
８
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
位
の
心
疾

患
や
３
位
の
脳
血
管
疾
患
の
ほ
と

ん
ど
の
患
者
さ
ん
は
、
腎
臓
病
も

患
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
工

透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
数

は
、
平
成

年
末
で
は
、
お
よ
そ

22

万
人
で
あ
り
、
前
年
よ
り
６
４

29６
５
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
っ
て
？

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
は
、

放
置
し
て
お
く
と
腎
機
能
低
下
に

つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
腎
臓
の
病

気
の
総
称
で
す
。
い
わ
ば
透
析
治

療
の
予
備
軍
と
い
え
ま
す
。
病
状

は
軽
い
も
の
か
ら
、
重
い
も
の
ま

で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

沈
黙
の
臓
器

腎
臓
は
病
気
が
あ
っ
て
も
、
な

か
な
か
症
状
が
現
れ
な
い
臓
器
で

す
。
そ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
慢
性
腎
臓
病
の
初
期
は
自
覚

症
状
が
な
く
、
気
付
い
た
と
き
に

は
…
と
い
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

健
診
で
早
期
発
見

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
腎

臓
病
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に

は
、
尿
検
査
が
有
効
で
す
。
腎
臓

に
異
常
が
あ
る
と
、
尿
に
変
化
が

生
じ
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
本

来
は
尿
中
は
ほ
と
ん
ど
排
泄
さ
れ

な
い
タ
ン
パ
ク
が
尿
に
混
じ
っ
て

い
た
場
合
は
、
腎
臓
機
能
が
低
下

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
血
液
検
査
で
は
、
血
清

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
を
検
査
し
、
そ

の
値
か
ら
腎
臓
の
ろ
過
能
力
を
推

測
し
ま
す
。
ろ
過
能
力
が

以
下

60

に
な
る
と
慢
性
腎
臓
病
の
進
行
が

疑
わ
れ
て
き
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
を
対
象
に
し
た
特
定
健
診

で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
年
に

1
回
は
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

腎
臓
を
守
る
生
活
習
慣

腎
臓
の
病
気
と
い
っ
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
た
め
、
ま
と

め
て
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
病
気

は
発
病
の
引
き
金
に
な
る
因
子
が

は
っ
き
り
し
て
お
り
、
そ
の
因
子

を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

危
険
は
そ
れ
だ
け
小
さ
く
な
り
ま

す
。
こ
の
点
で
予
防
効
果
が
大
き

い
の
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
脂

質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を

原
因
と
す
る
腎
臓
の
病
気
で
す
。

腎
臓
を
い
た
わ
る
生
活
の
工
夫

○
早
寝
早
起
き
で
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る

○
水
分
を
十
分
に
と
り
、
排
尿
を

が
ま
ん
し
な
い

○
身
体
を
清
潔
に
す
る

○
軽
い
運
動
を
す
る

○
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

○
喫
煙
と
暴
飲
は
し
な
い

○
十
分
な
睡
眠
と
休
養
を
と
る

○
必
要
な
薬
以
外
は
服
用
し
な
い

こ
の
よ
う
に
腎
臓
を
い
た
わ
る

と
と
も
に
、
定
期
健
診
を
毎
年
受

診
し
、
異
常
を
早
期
に
発
見
し
て
、

腎
臓
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
防
ご
う
慢
性
腎
臓
病



16

『
詩
の
樹
の
下
で
』

長
田
弘

著

水
辺
の
木
、
独
り
立
つ
木
、
か

な
た
の
木
…
そ
の
一
本
一
本
の
木

に
寄
り
添
う
静
か
な
言
葉
は
「
生

か
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
へ
の
気
付

き
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

行
方
不
明
の
人
た
ち
を
思
う
詩

「
人
は
じ
ぶ
ん
の
名
を
」な
ど

篇へ
ん

39

か
ら
な
る
故
郷
福
島
へ
の
思
い
の

詰
ま
っ
た
詩
集
で
す
。

『
い
つ
で
も
だ
れ
か
の
味
方
で
す
』

田
中
直
子

著

の
ん
き
な
６
年
生
ハ
ル
タ
は
応

援
部
の
新
米
部
長
。
と
こ
ろ
が
、

部
長
に
な
っ
た
と
た
ん
に
廃
部
の

危
機
が
！

ハ
ル
タ
た
ち
の
大
奮

闘
が
始
ま
る
。
み
ん
な
に
勇
気
を

与
え
て
く
れ
て
、
何
だ
か
誰
か
を

応
援
し
た
く
な
る
、
そ
ん
な
物
語

で
す
。

【
児
童
向
け
】

問合せ 図書館 緯７６・３７４６
みなよむ

《新小２年生

「おはなしびじゅつかん」作品展》

新小２年生の作品で「おはなしび

じゅつかん」が作られます。

児童たちが読んだ大好きなお話の

中で、心に残った場面を描いた作品

を展示します。

展示期間 ２月24日晶～３月11日掌

《家族で読書をしませんか》

図書館で「家読（うちどく）」を

楽しんでみるのはいかがでしょうか。

「うちどく」とは家族で読書の習慣

を共有することです。読書を通して、

家族のふれあいとコミュニケーショ

ンを深めましょう。

《おはなしころりん》

小学校低学年向けの絵本や紙芝居

のお話し会と、工作を毎月第１、第

３土曜日の午後２時から３時まで、

おはなしのとびらで開催しています。

《２/15～３/14の休館日》

月曜日 ：２月20日、27日

３月５日、12日

月末整理日：２月29日昌

フフフォッくッくん

インフォメーショインフォメーション
図書館

お茶ほど世界に広まっている飲み物は

ないでしょう。

紅茶、緑茶、ウーロン茶など、さまざま

なお茶がありますが、これらはすべて同じ

木から作られることは知っていますか？

それは、チャノキという木です。

初めてお茶を煎じたのは中国の雲南省
せん うんなん

で、最初は病気の薬として使われていまし

たが、後に眠気覚ましに効果のあることが

見つかったそうです。

日本に初めてチャノキの種を持ってき

たのは、最澄と空海です。また、栄西が

持ってきた種は、有名な宇治茶になりまし

た。イギリスには1660年ごろにお茶が紹

介され、今でもお茶の習慣はイギリス文化

の中でも重要なものです。

アメリカではアイスティーが人気のあ

る飲み方です。スイートティーというア

イスティーは、アメリカ南部の食事には欠

かせないものです。南部のマクドナルド

では、スイートティーを出しています。

さまざまなお茶があるのと同じように、

さまざまな人がいます。でも、お茶がみん

なチャノキであるように、どの国の人もみ

んな人間です。

文化や人の多様性を楽しみたいと思う

けれど、人に大きな差はないということを

忘れないでいようと思います。

新十津川中学校で英語指導助手として働く
デービッド・バーシュ・エドワードさんの
エッセーです。

バーシュ記永
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歩くスキーのつどい（9:00～改善センター）10松

11掌

12捷

中学校卒業式（9:30～新中）
町民絵画体験教室（10:00～改善センター）

13昇

町民絵画体験教室（10:00～改善センター）
卒ぴよ会（10:30～子育て支援センター）
放課後おはなしタイム（15:00～図書館）

14昌

15昭

16晶

児童館壁面工作（13:30～児童館）
おはなしころりん『おおきくなった！』のおはなし

（14:00～図書館）

17松

18掌

小学校卒業式（9:30～新小）19捷

そっち岳スキー場営業終了予定（～17:00）20昇

地域参観日（8:30～新中）
放課後おはなしタイム（15:00～図書館）

21昌

おはなしころりんミニ（10:30～図書館）22昭

小中学校修了式23晶

24松

25掌

26捷

27昇

介護保険相談（13:00～ゆめりあ）28昌

29昭

30晶

31松

4/１掌

２捷

３昇

４昌

小中学校前期始業式５昭

小学校入学式（10:00～新小）
中学校入学式（13:10～新中）

６晶

おはなしころりん『はる』のおはなし（14:00～図書館）７松

８掌

2/13捷

細井太郎「水彩・油彩画展」（～3/4 改善センター）14昇

放課後おはなしタイム（15:00～図書館）15昌

中学校入学説明会（13:45～新中）16昭

17晶

スポーツゲーム大会（9:00～スポーツセンター）
児童館クッキング（11:00～児童館）
おはなしころりん『けんか』のおはなし（14:00～図書館）

18松

第５回そっち岳スキー大会（8:45～そっち岳スキー場）19掌

20捷

21昇

介護保険相談（13:00～ゆめりあ）
放課後おはなしタイム（15:00～図書館）

22昌

マタニティスクール（9:00～ゆめりあ）
おはなしころりんミニ（10:30～図書館）

23昭

新小２年生「おはなしびじゅつかん」作品展
（～3/11 図書館）

24晶

25松

26掌

第16回子育てスクール（10:00～ゆめりあ）27捷

ポリオ予防接種（11:00～ゆめりあ）
新小中学年参観日（13:25～新小）

28昇

新小低学年参観日（13:25～新小）29昌

第17回子育てスクール（10:00～子育て支援センター）
新小高学年参観日（13:25～新小）

3/1昭

２晶

児童館クッキング（13:30～児童館）
おはなしころりん『むか～し、むかし』のおはなし

（14:00～図書館）
３松

４掌

５捷

３～４カ月児健康相談（9:15～ゆめりあ）
７～８カ月児健康相談（9:15～ゆめりあ）
子育て講演会（10:00～子育て支援センター）
田中正彦「写真展」（～3/25 改善センター）

６昇

放課後おはなしタイム（15:00～図書館）７昌

おはなしころりんミニ（10:30～図書館）
１歳８～９カ月児健康診査（12:15～ゆめりあ）
３歳１～２カ月児健康診査（12:30～ゆめりあ）

８昭

10～11カ月児健康相談（9:15～ゆめりあ）
１歳２～３カ月児健康相談（9:30～ゆめりあ）

９晶

【

ア
カ
シ
ヤ
俳
句
会

】

遠
き
日
や
手
押
し
ポ
ン
プ
の
寒
の

水

松
倉

絹
江

ポ
ン
プ
の
水
は
氷
る
と
厄
介
だ

か
ら
落
と
し
て
寝
る
。
朝
は
迎
え

水
を
入
れ
て
、
ど
う
の
こ
う
の
は

実
演
し
て
見
せ
な
い
と
口
で
は
説

明
が
で
き
な
い
。
思
え
ば
便
利
で

快
適
な
生
活
に
な
っ
た
。

目
と
鼻
の
無
き
が
ま
た
佳
し
押
絵

お
し

え

雛び
な

大
川

つ
と
む

押
し
絵
雛
は
リ
ア
ル
で
な
い
の

が
よ
い
。
目
も
鼻
も
省
略
し
た
か

わ
い
ら
し
さ
は
、
ど
こ
か
俳
句
的

で
も
あ
る
の
だ
。

年
酒
酌
み
獅
子
身
中
の
虫
酔
は
す

ね
ん
し
ゅ

く

し

し

横
川

信
義

酒
呑
み
に
は
の
ん
べ
え
の
論
理

が
あ
る
も
の
で
、
身
内
に
あ
る
悪

い
虫
を
先
ず
も
っ
て
酔
わ
す
の
だ

と
か
。
本
当
か
し
ら
。

文
芸
倶
楽

文
芸
倶
楽
部部

◎月～金曜日 10時～12時 児童館を乳幼児と保護者に開放中

（祝祭日とほかの行事での利用時は除く）

情報
カレンダー

２月13日

～

４月８日
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知
事
表
彰

○
永
年
勤
労
章
（

年
）

中
澤
正

30

芳
、
笹
木
清
成
、
大
島
彰
則

○
勤
労
章
（

年
）

長
曽
義
人
、

20

石
橋
勝
利

○
表
彰
状
（

年
）

橋
本
賢
明

10

滝
川
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
長

表
彰

○
勤
続
章
（

年
）

佐
藤
仁
彦

30

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章

中
澤
正
芳
、
蝦
名
繁
、

岩
上
雅
彦

○
特
別
功
績
章
（

年
）

宮
井
純

40

一
、
蝦
名
繁

○
勤
続
章
（

年
）

佐
藤
仁
彦

30

○
勤
続
章
（

年
）

長
曽
義
人
、

20

石
橋
勝
利
、
岩
村
章
廣

○
勤
続
章
（

年
）

政
所
尚
人
、

10

三
井
貴
博

北
海
道
消
防
協
会
空
知
地
方
支
部

長
表
彰

○
勤
続
表
彰（

年
）

西
村
和
晃

25

○
勤
続
表
彰（

年
）

中
村
義
雄
、

15

五
十
嵐
昭
夫
、
川
村
登

○
勤
続
表
彰（
５
年
）

齊
藤
卓
元
、

熊
田
敬
大
、
千
石
奈
津
美

（
敬
称
略
）

消
防
団
員

人
、
婦
人
防
火
ク

98

ラ
ブ
会
員

人
、
消
防
職
員

人

16

14

が
参
加
し
て
、
役
場
前
で
消
防
出

初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

穏
や
か
な
日
差
し
に
恵
ま
れ
た

こ
の
日
。
参
加
者
は
号
令
に
合
わ

せ
て
キ
ビ
キ
ビ
と
行
動
し
、
地
域

防
火
の
要
と
し
て
職
務
に
あ
た
る

か
な
め

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

出
初
式
後
に
は
、
会
場
を
ゆ
め

り
あ
に
移
し
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
あ
た

っ
て
い
る
の
べ

人
の
消
防
団
員

25

と
消
防
職
員
が
、
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

1│7無事故無火災の１年願う

新春恒例、消防出初式
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ま̻のわ̺̞ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ

今年最初の行政区長連絡会議が役場で開かれ、11人

の区長一人一人に植田町長が辞令を手渡しました。

区長の任期は平成25年12月31日までの２年間です。

大和区 丸 和充さ
ん ◎橋本区 照井光一さ

ん

◎みどり区 川村和芳さ
ん ◎菊水区 井上秀夫さ

ん

青葉区 干場建次さ
ん 中央区 澤田忠治さ

ん

文京区 長谷川優さ
ん 弥生区 岩井良篤さ

ん

花月区 高桑 勲さ
ん 総進区 十河 勝さ

ん

徳富区 吉原由明さ
ん （◎は再任）

地域と行政の架け橋役決まる1│10

第34回全町子ども会かるた大会が、改善センターで

開催され、昨年末から練習を重ねてきた小中学生194

人、57チームが出場しました。

大会は、小学生低学年、同高学年、中学生の各部門

からなり、保護者や地域の人たちが見守る中、それぞ

れトーナメントで優勝を争いました。

読み手が百人一首の下の句を読み上げると、子ども

たちは、独特の文字で書かれた木札に素早く手を伸ば

していました。（結果は14ページ）

1│9木札めぐって真剣勝負

ふるさとまつり実行委員会が、改善セン

ター前でしんとつかわ雪まつりを開催し、

6,000人の来場者でにぎわいました。

自衛隊滝川駐屯地の隊員が制作したジャ

ンボ滑り台には子どもたちが行列を作り、

全長30メートルの斜面を次々に滑り降りて

いました。

また、恒例の冬鍋大会では、もつ鍋やく

じら汁など、各店が工夫を凝らした10種類

の鍋料理が販売され、来場者が割りばしで

投票しました。冬鍋大賞に輝いたのは、新

十津川中学校野球部父母の会が出品した中

華スープ鍋。中華スープ鍋に投票した女性

は「父母の会は、昨年も中華スープ鍋だっ

たと思いますが、今年のはゴマの香りが利

いていて中華らしさがあり、おいしかった

です」と話していました。

10種類の鍋料理に舌鼓

しんとつかわ雪まつり
1│29
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新成人の未来に光あれ
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ひとの動き

男 ３３１０人

（前月比 －９）

女 ３８２３人

（前月比 －４）

計 ７１３３人

（前月比－１３）

世帯 ２９６５戸

（前月比 －３）

12月末現在

１２月の交通事故

発生件数 ０件

（前年比 －２）

死 者 数 ０人

（前年比 ±０）

負傷者数 ０人

（前年比 －２）

交通死亡事故ゼロ更新中

２１１１日 12月末現在

町
民
憲
章
（
昭
和

年
制
定
）

45

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
は
、
十
津
川
郷

か
ら
の
団
体
移
住
に
よ
っ
て
ひ
ら
か

れ
、
た
く
ま
し
い
開
拓
精
神
と
団
結
の

力
で
き
ず
か
れ
た
由
緒
あ
る
町
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
ま
ち
の
町
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
た
が
い

の
し
あ
わ
せ
と
郷
土
の
発
展
を
ね
が

い
、
こ
こ
に
町
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一

自
然
を
愛
し
、
緑
の
美
し
い
ま
ち

に
し
ま
し
ょ
う

一

心
と
か
ら
だ
を
き
た
え
、
健
康
で

明
る
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一

働
く
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
ゆ
た

か
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一

き
ま
り
を
よ
く
守
り
、
住
み
よ
い

ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一

未
来
に
夢
を
も
ち
、
子
ど
も
の
し

あ
わ
せ
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う


